
根
室
市
は
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
「
根
室
市
津
波
防
災

地
域
づ
く
り
推
進
計
画
」
（
素
案
）
を
策
定
。
2
月
17
日
ま
で
の
日
程
で
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
お
り
、
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

将来にわたって安全・安心なまちを創りあげる
根室市津波防災地域づくり推進計画（素案）のパブリックコメント実施中

根
室
市
は
昨
年
、
関
係
機
関
や
有
識

者
等
に
よ
る
「
津
波
防
災
地
域
づ
く
り

推
進
協
議
会
」
を
設
置
。
こ
れ
ま
で
３

回
の
協
議
会
と
各
地
区
で
の
懇
談
会
を

開
催
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
の
巨
大

地
震
に
対
し
て
北
海
道
が
一
昨
年
に
公

表
し
た
津
波
浸
水
想
定
区
域
を
も
と
に
、

数
百
年
に
一
度
と
さ
れ
る
最
大
ク
ラ
ス

の
津
波(

Ｌ
２
津
波)

へ
の
対
策
を
構
築

す
る
と
し
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
被
害

想
定
で
は
根
室
市
の
場
合
、
最
悪
の

ケ
ー
ス
で
死
者
２
３
０
０
人
の
予
測
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震

や
津
波
に
対
し
て
も
「
何
と
し
て
も
人

命
を
守
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
多
重
防

御
の
視
点
で
ハ
ー
ド
の
施
策(

避
難
路

や
津
波
防
護
施
設
の
整
備
等)

と
ソ
フ
ト

の
施
策(

速
や
か
な
避
難
体
制
や
情
報
伝

達
手
段
の
整
備
等)

を
組
み
合
わ
せ
た
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
水
産
業
が
中

心
で
あ
る
根
室
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、

災
害
に
強
い
地
域
づ
く
り
を
総
合
的
に

進
め
る
内
容
で
す
。

筆
者
の
感
想
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
根

室
市
で
は
車
に
よ
る
避
難
を
前
提
と
し

て
い
た
た
め
避
難
困
難
地
域
は
無
い
と

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
所
為
か
以
前
、

市
民
団
体(

根
室
ま
ち
づ
く
り
Ｄ
Ｉ
Ｙ
：
須
崎

和
貴
代
表)

よ
り
防
災
対
策
の
充
実
強
化

を
求
め
る
請
願
が
出
さ
れ
た
時
、
当
時

の
市
議
会
総
務
常
任
委
員
会
は
厳
し
い

反
応
で
し
た
。
そ
れ
が
今
回
の
素
案
で

「
一
時
避
難
先
の
拡
充
や
津
波
避
難
シ
ェ

ル
タ
ー
の
整
備
等
を
検
討
」
と
さ
れ
こ
と

は
大
き
な
前
進
と
思
い
し
た
。

ま
た
要
配
慮
者
対
策
で
は
、
特
に
高

齢
者
や
障
が
い
者
等
の
避
難
行
動
要
支

援
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
既
存
の
取
り

組
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ま
で
の
対
策
で
は
十
分
に
進
ん
で
こ
な

か
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
福
祉
等
の
専
門

職
の
力
を
借
り
な
が
ら
取
り
組
み
を
進

め
る
よ
う
な
方
策
を
具
体
化
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

そ
の
他
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
受
け

入
れ
る
た
め
の
体
制…

例
え
ば
受
け
入

れ
施
設
を
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に
開
設
す

る
の
か
等
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と

十
分
に
協
議
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て

い
く
べ
き
と
思
い
ま
す
。

根室市津波防災地域づくり推進計画（素案）
から一部抜粋 図4-1「基本的な方針の体系」
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根
室
市
の
担
当
課
に
よ
る
と
、
２
年
連
続
で

実
施
し
た
「
福
祉
灯
油
」
は
既
に
対
象
世
帯
の

約
95
％
の
世
帯
に
支
給
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

道
内
の
灯
油
価
格
は
12
月
以
降
や
や
下
落

傾
向
で
す
が
、
そ
れ
で
も
例
年
に
比
べ
る
と
ま

だ
高
い
水
準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

市
内
の
あ
る
方
は
「
１
月
の
灯
油
代
が
２
万

円
を
超
え
、
数
年
前
の
倍
近
く
に
。
家
で
厚
着

も
し
て
い
る
が
、
年
を
と
っ
た
せ
い
か
前
よ
り

寒
さ
が
堪
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
言
い
ま
す
。

電
気
代
や
食
料
品
も
大
幅
に
値
上
が
り
す
る

中
、
食
費
や
外
出
を
控
え
る
等
で
支
出
を
抑
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
、
と
の
こ
と
。

福
祉
灯
油
を
は
じ
め
物
価
高
騰
へ
の
支
援
対

策
は
、
今
後
も
引
き
続
き
重
要
な
課
題
で
す
。

根室市の統計によると昨年１月～12月までの出
生数は１０４名と近年で最も少なくなりました。
一方で死亡数は４４３名と去年を上回りました。
またコロナ初期の２年前より外国人も含め市内

転入は回復していますが、市外転出はもっと多く
人口減少がさらに進んでいます。

石垣市長は昨年の所信表明で子ども医療費無償
化を18歳以下の高校生まで拡充する等「子育て応援
７つの無償化」を表明。さらに今年は「移住元年」を
宣言して取り組みを強化する姿勢です。岸田首相
の言う「異次元の～」がどこまで本気なのかは不明
ですが、地域として使える制度は十分に活用しな
がら積極的な取り組みが求められます。
同時に長引くコロナ禍と物価高騰により子ども

のいる家庭の経済状況がどうなっているのか。市
は「子どもの生活実態調査」を2017年に行っています
が、その後の再調査の実施も含め子どもの貧困に
ついて総合的な対策推進を図るべきと思います。

推
進
計
画(

素
案)

は
各
地
域
の
課
題
や

冬
季
の
課
題
の
取
り
組
み
方
針
を
踏
ま
え
、

根
室
市
の
津
波
防
災
地
域
づ
く
り
の
将
来

像
を
「
海
と
と
も
に
生
き
る
、
安
全
・
安
心

な
水
産
都
市
ね
む
ろ
」
と
掲
げ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
基
本
的
な
方
針
で
は
「
①
津
波
か

ら
逃
げ
る
環
境
づ
く
り
」
・
「
②
命
を
つ
な
ぐ

環
境
づ
く
り
」
・
「
③
迅
速
に
復
旧
・
復
興
す

る
体
制
づ
く
り
」
・
「
④
地
震
・
津
波
か
ら
守

る
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り
」
・「⑤
地
震
・津
波
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
５
本
の
柱
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
素
案
で
５
つ
の
基
本
方
針

に
張
り
付
け
ら
れ
て
い
る
市
の
事
務
・
事

業
は
現
時
点
で
主
に
既
存
の
内
容
を
振
り

分
け
た
も
の
で
す
。

「
今
後
さ
ら
に
検
討
が
必
要
な
事
項
」
と

し
て
補
助
率
の
嵩
上
げ
等
の
改
正
が
さ
れ

た
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
の
特
措
法
を
活

用
し
て
施
設
整
備
を
進
め
る
「
津
波
避
難

対
策
緊
急
事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
地
域

防
災
計
画
の
防
災
対
策
推
進
計
画
と
も
整

合
さ
せ
な
が
ら
、
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実

を
図
っ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
、
市
内
の
出
生
数
は

死
亡
数
の
１
／
４
以
下
に

子
育
て
支
援
策
の
充
実
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
貧
困
対
策
さ
ら
に
前
進
を

根室市内の出生数と死亡数の推移
（各年1月～12月）

根室市市民環境課の資料より作成

北海道民医連は2008年から毎年、
冬季高齢者生活実態調査を実施。
ひとり暮らし・老夫婦世帯の冬の生
活の実態を明らかにし、国等に対して
諸制度の改善を求めているそうです。
（上の写真は利用者さん宅を訪問して
聞き取り調査をする道東勤医協ねむろ
医院の職員さんの様子）

寒さが厳しい中、灯油代や電気代等の高騰が生活を圧迫

← 各年1月～12月の推移
根室市市民環境課の資料より

(人) 2020年 2021年 2022年

転入 738 802 889

転出 1,076 1,118 1,228
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